
Cisco UCS Compatibil ity取得
リファレンスアーキテクチャーを用いて
簡単・迅速な導入を実現

スケールアウトNASをソフトウエアで実現

■ UCS DirectorによるFogstorageサービス運用

●Cisco UCSをエンタープライズストレージとして即時利用可能
●Cisco UCS ManagerとIzumoFS（FogStorageサービス）により、サーバー、ネットワーク、ストレージの統合管理
　を実現し、運用コストを大幅に圧縮
●UCSサービスプロファイルとIzumoFS（FogStorageサービス）リプレイス機能を組合せることで、極めて容易に
　ハードウエアの世代交代が可能。”データ移行作業”を運用から排除。広域Active-Active利用をサポートし、最小3台
　のスモールスタートからDR構成が可能
●共有フォルダー単位にレプリケーション（3コピー）と秘密分散保存、保存形式を選択可能

●構築時　IzumoFSのインストールを含む、構築の自動化
●運用時　クラスターの拡張と縮退（ノード追加/削除）
　　　　　ユーザー領域管理（共有フォルダー追加/削除）
　　　　　障害ノードの修復（ノードリプレース）
　　　　　モニタリング（容量/IOPS/スループット）
　　　　　スナップショット
　　　　　障害通知
　　　　　ユーザー認証管理（ＡＤ連携）
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Why ユニアデックス？

構成例

SDS（Software-Defined Storage）は、IAサーバー上で稼働するストレージ仮想化アプリケーションです。複数のIAサーバーを束ね、仮想的に一つのストレージ
プールを作成します。従来型のハードウエアベースストレージに比較して可用性や拡張性が高く、GoogleやAmazon等のクラウドサービスを支える技術として注
目されたことをきっかけに、幅広い分野で応用が進んでいます。

●IzumoBASEおよびシスコシステムズ両社とのパートナーシップを持ち、ノウハウを活かした最適構成を提案
●サービスデスクが24時間サポート、運用サービスと障害対応をワンストップで提供
●利用状況・傾向に基づき継続的な改善提案を実施

Small-Start
Model

CPU

Memory

Media

NW

実効容量※

Cisco UCS C240M5SX  x3

Intel Xeon Gold 6128 3.4GHz ×1

64GB

600GB 10krpm SAS x2 （OS：RAID1）
400GB SSD x2 （メタデータ：RAID1） 
1.2TB 10krpm SAS x8 （ブロックデータ：RAID5）

10GbE x2

7TB

Cisco UCS C240M5SX  x3

Intel Xeon Gold 6128 3.4GHz ×1

128GB

600GB 10krpm SAS x2 （OS：RAID1）
800GB SSD x2 （メタデータ：RAID1） 
900GB 15krpm SAS x22（ブロックデータ：RAID5）

10GbE x2

16TB

Performance

Mid-Range

補足：SDSとは？

●SDSを利用していない場合 ●SDSを利用している場合

Model

CPU

Memory

Media

NW

実効容量※

Cisco UCS C240M5SX  x3

Intel Xeon Gold 6128 3.4GHz ×1

64GB

600GB 10krpm SAS x2 （OS：RAID1）
1.6TB SSD x2 （メタデータ：RAID1） 
1.8TB 10krpm SAS x22 （ブロックデータ：RAID5）

10GbE x2

32TB

Cisco UCS C240M5SX  x3

Intel Xeon Gold 5122 3.6GHz ×1

32GB

600GB 10krpm SAS x2 （OS：RAID1）
1.6TB SSD x2 （メタデータ：RAID1） 
2TB 7.2krpm SAS x22 （ブロックデータ：RAID5）

10GbE x2

36TB
※3ノード構成で冗長化方式にレプリケーションを用いた場合

Archive

●筺体故障時にはサービス停止
●容量の増強はサービス停止や拡張のため
　の作業が発生
●性能の増強はアーキテクチャー上難しい
●運用には専門知識を持ったストレージ
　管理者が必要

●筺体故障時にも他のノードでサービス継続
　可能
●ノードを追加することで、容量と性能を容易
　にスケールアウト
●一般的なLinux知識で運用可能なため、
　サーバー管理者がストレージまで一元管理可能
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